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　国労東日本は１１月１０日、第１７回マラソン大会を皇居にて開催しました。

今年も晴天に恵まれ、最年少は１３歳から最高齢はチーム「年金組合」の７２

歳までの幅広い年齢層のランナーが日頃鍛えた（？）自慢の脚力で激走。個人

レースでは、盛岡地本の佐藤優気選手（タイムは別掲）が、ぶっちぎりの速さ

で見事初優勝を達成しました。また、駅伝レースでも、個人優勝の最強ランナー

佐藤選手を１区に据えて逃げ切りを狙った盛岡地本チームの戦術が功を奏し、

２年連続３度目の優勝を勝ち取りました。

　大会特別賞の女性トップ賞について、閉

会式では長野地本の選手と発表しました

が、データの誤りがあり再度審査したとこ

ろ新潟地本・中村優希選手と判明しました。

関係者のみなさまに混乱とご迷惑をおかけ

したことを紙面にてお詫びいたします。

　今大会も、東京走友会・ＮＲＵハムクラブ・東京地本のご

協力で無事終了しました。紙面を借りてお礼申し上げます。

　※記録についてはホームページで掲載しています。

海口審判長

個人優勝 佐藤選手 女性１位 中村選手

駅伝優勝 盛岡地本チーム
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国
労
東
日
本
本
部
は
２
回

目
（
６
月
に
開
催
し
た
関
係

弁
護
団
と
の
交
流
会
を
名
称

変
更
）
と
な
る
拡
大
弁
護
団

会
議
を
11
月
13
日
、
東
京
・

新
橋
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
高
野
委
員
長
は
、

「
10
月
１
日
『
グ
ル
ー
プ
会

社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体

制
の
さ
ら
な
る
推
進
』
施
策

の
中
で
、
検
修
職
場
の
社
員

が
一
部
出
向
と
な
り
、
駅
で

も
線
区
に
よ
っ
て
は
多
く
委

託
・
出
向
が
あ
り
、
ど
の
系

統
で
も
出
向
が
蔓
延
し
出
向

職
場
の
労
働
条
件
問
題
は
急

務
な
課
題
。
同
時
に
、
エ
ル

ダ
ー
問
題
な
ど
60
歳
を
超
え

て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働

条
件
や
職
場
を
創
る
こ
と
も

課
題
。
労
働
条
件
に
関
す
る

労
働
協
約
に
つ
い
て
は
２
年

前
の
大
会
で
提
起
し
、
今
回

の
大
会
で
最
終
的
な
判
断
、

と
進
め
て
き
た
。
結
果
、
10

月
23
日
の
（
10
月
１
日
付
）

調
印
と
な
っ
た
。
課
題
は
山

積
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き

弁
護
団
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
、
状
況
を

含
め
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
国
労
本
部
弁
護

団
の
宮
里
弁
護
士
よ
り
「
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正

内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
」

の
講
演
を
受
け
、
国
労
東
日

本
の
現
状
と
し
て
、
矢
部
法

対
部
長
が
「
①
新
人
事
・
賃

金
制
度
を
め
ぐ
る
状
況
と
取

り
組
み
の
現
状
」、
松
井
書

記
長
が
「
②
『
労
働
条
件
に

関
す
る
労
働
協
約
』
を
め
ぐ

る
現
状
」
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

課
題
ご
と
の
意
見
交
換
で

は
、
①
に
つ
い
て
「
不
合
格

者
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
（
説
明
）
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？
制
度
化
は
？
」

「
飛
び
級
試
験
を
受
験
し
て

い
る
人
が
多
い
の
に
は
驚
い

た
。」
②
に
つ
い
て
「
今
回

の
労
働
協
約
は
他
労
組
と
同

じ
内
容
で
の
協
約
と
い
う
理

解
で
よ
い
の
か
？
」「
今
後

は
就
業
規
則
違
反
が
あ
れ
ば

団
交
事
項
に
な
る
。」「
就
業

規
則
は
一
方
的
に
変
更
出
来

る
が
協
約
は
労
使
の
合
意
が

な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い

の
で
一
歩
前
進
で
は
な
い
の

か
！
」
な
ど
、
弁
護
団
か
ら

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
松
井
書
記
長
か

ら
「
エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件

問
題
な
ど
現
在
の
組
織
率
で

要
求
が
通
る
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
が
、
仲
間
た
ち
に

我
々
の
声
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
労
働
環
境
、

労
働
実
態
な
ど
を
労
使
で
話

し
合
え
る
展
開
を
考
え
て
い

き
た
い
。」
と
し
、
今
後
の

運
動
の
方
向
性
を
含
め
た
力

体
的
な
説
明
に
聞
き
入
り
な

が
ら
、
何
か
少
し
で
も
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
感
想
を
述

べ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
予
算
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
改
選
に
移
り
、

盛
岡
地
本
選
出
の
佐
々
木
ゆ

か
り
さ
ん
が
退
任
し
、
新
た

に
中
堤
久
江
さ
ん
が
副
会
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
は
、
交
流
を
兼
ね
た

夕
食
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者

の
元
気
の
良
い
笑
い
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
朝
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
東
北
の
バ
ス
を
借
り
受

け
、
国
労
仙
台
地
方
本
部
の

仲
間
の
先
導
と
案
内
で
、
被

災
地
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
被
災
地
を
見
る

と
声
が
出
ず
、
悲
惨
さ
に
皆
、

息
を
飲
み
、
仙

台
の
仲
間
の
具

　

第
24
回
東
日
本
本
部
家
族

会
総
会
が
、
仙
台
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
催
に
先
立
ち
、

「
あ
い
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
」

の
佐
藤
理
事
長
と
鶴
蒔
理
事

か
ら
『
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
と
そ
の

後
』
に
つ
い
て
の
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

講
演
の
感
想
は
、
参
加
者

が
感
銘
を
受
け
た
内
容
と
な

り
、
引
き
続
き
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
議
長
に
長
野
の

久
保
田
さ
ん
を
選
出
し
た
の

ち
、
渡
邉
会
長
の
挨
拶
、
家

族
会
全
国
連
合
会
の
小
原
会

長
、
国
労
東
日
本
本
部
の
高

野
委
員
長
の
来
賓
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、
経
過
並
び

に
２
０
１
２
年
度
活
動
方
針

案
の
提
案
、
異
例
で
は
あ

る
も
の
の
実
態
に
合
わ
せ

る
た
め
に
２
０
１
０
年
度
・

２
０
１
１
年
度
決
算
並
び
に

未
処
分
収
支
剰
余
金
の
処

分
、
更
に
２
０
１
０
年
度
・

添
え
を
弁
護
団

に
要
請
し
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
年

に
２
～
３
回
の

ペ
ー
ス
で
弁
護

団
会
議
を
開
催

し
、
情
勢
認
識

の
一
致
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

宮里弁護士


